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令和元年度 改善実績提案報告書  

提案名  
所管省庁にとらわれない国庫補助事業獲得への自前挑戦・様々な取り組みによ

り省エネ＆環境対策補助金を獲得 

所属  
（課名とﾁｰﾑ名･

ｸﾞﾙｰﾌﾟ名）  
設備課 計画チーム  代表者  日吉正宜【入庁７年目】 

ココが変わった！！ 改 善 内 容  

こんな問題がありました【改善前の問題点】  こう変えました【改善による変更点】  

 

 

 

H30 年度から市庁舎の空調設備を改修する計

画であるが、改修には 930 百万円もの経費が必

要、財政負担が大。行政事務所に簡単に充当可能

な財源は無いが、何らかの工夫で獲得できる補助

事業が無いか、国土交通省以外の省庁の補助事

業も含めて貪欲に探す必要がある。 

 

 

 

 

県への相談、各省庁 HP 調査等の結果、高難易

度だがチャレンジ出来そうな環境省補助事業を発

見。単純な申請で得られる補助では無く、補助獲

得には優れた省エネプランを計画し、そのノウ

ハウの普及対策、市が行う環境対策の PR などを

上手に記載した補助申請書を作成し、有識者の厳

しい審査をクリアする必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究を進め獲得した省エネ計算スキルを活

かし、設備課で空調改修の基本方針を検討。 

３５％以上の省エネ（※補助を十分に狙え

るライン）となる改修プランを計画した。 

 

 

審査委員会で本市の環境対策全体の PR で加

点されるポイントを稼ぐため、該当部分につい

て環境部とも連携し申請書を作成した。 

 ◎COOLCHOICE 等の取組み PR 等 

 ◎地球温暖化対策実行計画等の記述等 

 

 

さらに、効果的な手段として、 

補助執行団体に事前に申請書作成の相談

に乗って頂くことを発案！！相談をお願い

し、事前にアドバイスを頂くことに成功！ 

◎１回目相談 ⇒ まだまだ  ⇒ 修正 

◎２回目相談 ⇒ まだまだ   ⇒ 修正 

◎３回目相談 ⇒ もう少し・・⇒ 修正 

◎４回目相談 ⇒ 良し何とか  ⇒ 完成！ 

 

 

 

 

改革推進本部名  各部入賞区分  

都市建設部  代表 ・努力賞  

  ※各部入賞区分は、各部代表提案なら、代表に〇、それ  
  以外の入賞提案なら、努力賞に〇をしてください。  

課題１ 市庁舎空調改修は財政負担大 

    何か財源を探す必要がある！ 

課題２ 高難易度補助事業へのチャレン 

ジが必要。補助獲得のハードルを 

クリアする必要がある！ 

対応１ 設備課技術力を集結 

    優れた省エネプランの構築 

対応２ 環境部との連携で、環境対策 PR 

等の補助申請書内容を充実化 

対応３ 補助申請書作成における、効果 

    的対応を発案・実施 

以上対応により補助申請を自前で実施 

⇒ R1～2 ヵ年事業の補助採択獲得！ 

 211,475（千円/2 ヵ年）もの国費を獲得 

『カーボン・マネジメント強化事業』 

（※１/２補助、環境省所管～R２年度迄） 

・CO2 対策のノウハウ普及が目的 

・優秀な申請書より事業採択 

・補助執行団体による執行 

・審査委員（有識者）による厳しい申請

書審査あり 

※不採択半数以上となった年もある、 

高難易度補助！  



アピールポイント【改善による効果】  

提
案
ジ
ャ
ン
ル
（
複
数
選
択
可
） 

□  市民満足度の向上 

□  連携・協働による成果 

■  収入増・コスト削減 

□  事務の正確化・効率化 

□  市の魅力向上 

□  安全性の向上 

□  職場の雰囲気の向上 

□  その他（      ） 

改
善
の
視
点
（
一
つ
を
選
択
） 

□  廃 止 

□  簡素化 

□  集約化 

□  共有化 

□  ICT 化 

■  その他 

（ 多 角 的 視 点 ）  

①財源効率が大幅 UP 

211,475（千円）もの国費を獲得。補助事業実施により、

交付税措置のある有利な起債も活用が可能となった（※１） 

※１：地域活性化事業債（充当 90％交付税措置 30％） 

②耳納市民センター多目的棟空調改修にも財源充当 

 複数施設を一括で申請出来る制度であることを活用し、耳

納市民センター多目的棟空調改修分についてもチャレンジ

し、一括の補助採択を得た。（※耳納分国費：6,545（千円）） 

③環境省補助の申請スキルを学んだ 

 補助執行団体による環境省補助の補助申請を経験するこ

とが出来た。補助執行団体への事前相談など、同類補助事業

に対する今後の補助活用の可能性を広げることが出来た。 

④他省庁補助の活用への視野拡大・他職員への参考 

 所管省庁にとらわれず、何らかの工夫により他省庁でも活

用できる補助があることを学んだ。省エネ系補助については

別メニューの環境省・経産省・国交省住宅局補助（※いずれ

も高難易度）もある。内容や効果でチャレンジできる補助メ

ニューは様々だが、今回の経験を活かし、今後の活用につい

ても検討を進めて行くための視野を拡大することが出来た。

また、所管省庁にとらわれない補助事業の活用事例として、

他の職員に対しても参考になる事例を残すことが出来た。 

⑤省エネ計算手法を庁内技術職員へ周知・普及 

 省エネ関係の補助事業の申請には、省エネ計算に関する知

識が必要となるケースが多い。これまでの取組みで習得した

省エネ計算手法について庁内技術職員へ研修を実施する予

定であり、庁内機械・電気技術職員のスキル向上へ繋げるこ

とができた。 

 

【数字でみる効果】 

コス トの 削 減、 歳 入の 増 等（ ○ ○円 ／年 ）、 利用 者等 の 増等 （ ○○ 人 ／年 ）、 省 力化（○ ○ 時間 ／ 年） など  

◎国費獲得及び地域活性化事業債活用による歳入増（R1～２ヵ年分） 

  国庫補助金    ２１１，４７５（千円） 

  地域活性化事業債  ５７，０３０（千円）（※交付税措置分） 

   ＜合計＞    ２６８，５０５（千円） 

 

  
所属長からの推薦コメント 

 国費獲得も大きな成果であるが、なにより省エネ計算スキルを学んだこと、補助申請を経験した 

ことが大きな成果であると思う。今後の同様の事業推進にもぜひ活用していただきたい。  

【 所属長氏名  河野 英樹 】 


